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あなたの声を市政に

市民の皆さん、ご意見・ご要望等ぜひお寄せ下さい。（詳しい質問内容については、党市議員団ホームページをご覧下さい。）

質問に立つ福田くみ子議員

福
田
く
み
子
議
員

福
田
く
み
子
議
員

福
田
く
み
子
議
員

水
沼
忠
雄
教
育
次
長

水
沼
忠
雄
教
育
次
長

中
里
良
久
行
政
経
営
部
長

　宇都宮市議会6月定例会には、議案39本、陳情8本等が上程され、日本共産党はそのうち競輪場ナイター照
明設備工事、農業委員の公選制の廃止にかかわる議案等に反対、陳情については4本について採択すべきと
しました。一般質問には、福田くみ子議員が立ち、市が優先的に取り組むべき課題について質しました。（要旨）

新入学学用品費でランドセルが買えるように新入学学用品費でランドセルが買えるように就学援助
制　度

就
学
援
助
制
度
の
改
善
を
求
め
る

　
6
人
に
１
人
が
貧
困
状
態

に
あ
る
と
言
わ
れ
社
会
問
題

化
す
る
「
子
ど
も
の
貧
困
問

題
」。「
経
済
的
理
由
で
就
学

が
困
難
な
児
童
・
生
徒
の
保

護
者
に
費
用
の
一
部
を
援
助

し
子
ど
も
の
学
ぶ
権
利
を
保

障
す
る
」
就
学
援
助
制
度
は
、

ま
す
ま
す
そ
の
役
割
が
重
要

に
な
っ
て
い
ま
す
。
本
市
で

は
、
10
％
弱
の
児
童
生
徒
が

受
給
し
て
い
ま
す
が
、
今
年

度
か
ら
新
入
学
学
用
品
費
に

つ
い
て
は
、
額
が
約
２
倍
と

な
り
、
中
学
生
に
つ
い
て
は

6
年
生
の
3
月
に
支
給
と
な

り
ま
し
た
。

「
新
小
学
１
年
生
に

前
倒
し
支
給
」の
課
題
は
？

　
新
小
学
校
１
年
生
に
対
す

る
新
入
学
学
用
品
費
の
前
倒

し
支
給
に
つ
い
て
ど
こ
ま
で

検
討
が
進
ん
で
い
る
の
か
？

　
新
小
学
校
１
年
生
に
対
す

る
新
入
学
学
用
品
費
の
前
倒

し
支
給
に
つ
い
て
は
、
就
学

前
の
申
請
と
な
り
、
学
校
を

通
じ
た
手
続
き
が
で
き
な
く

な
る
た
め
、
新
た
な
制
度
通

知
や
、
効
率
的
な
審
査
、
認

定
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

　
現
在
、
教
育
委
員
会
が
窓

口
と
な
っ
て
手
続
き
を
行
う

こ
と
な
ど
を
検
討
し
て
お
り
、

早
期
の
実
現
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
く
。

「
民
生
委
員
の
訪
問
調
査

は
必
要
な
世
帯
に
限
定
を
」

包
括
外
部
監
査
で
も
指
摘

　
就
学
援
助
費
の
認
定
は
、

所
得
調
査
を
基
本
に
、
民
生

委
員
の
訪
問
調
査
も
参
考
に

行
っ
て
い
る
。
28
年
の
包
括

外
部
監
査
報
告
書
に
お
い
て

指
摘
が
あ
っ
た
と
お
り
、
所

得
調
査
の
結
果
を
受
け
て
訪

問
が
必
要
な
世
帯
に
限
定
す

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
本
市
で
は
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
が
、
申
請
世

帯
を
訪
問
し
、
家
庭
状

況
の
調
査
を
行
っ
て
い

る
が
、4
包
括
外
部
監
査

の
意
見
を
踏
ま
え
る
と

と
も
に
、新
小
学
校
１
年

生
に
対
す
る
新
入
学
学

用
品
費
の
前
倒
し
の
支

給
に
あ
た
っ
て
も
、よ
り

効
率
的
な
審
査
、認
定
を

行
う
必
要
が
あ
り
、
見

直
し
を
検
討
し
て
い
る
。

清原地域へ
　農産物直売所を
　清原地域では、農家の皆さ
んは、自助努力で小規模な直
売所や畑の道路わきに無人の
直売所を設け販売しています。
　清原地域への大規模な直売
所の設置は、地域経済の活性
化と、地産地消の推進にも大
変有効であると考えます。
　市長は、「かねてから、地域
が主体となって国の交付金を
活用した農産物直売機能など
を備えた地域拠点施設の整備
に向け、検討が進められてきた。
今後、その機能・規模などに
関して地域自ら委託調査をす
る必要があり、その経費の一
部を助成する制度 ( 農業・農
村活性化拠点施設整備補助金 )
を創設した。」と
述べ前向きな姿勢
を見せました。

　「
公
の
施
設
」
が
文
字
通
り

公
共
性
を
守
り
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
水
準
確
保
・
向
上
を
目
指

せ
る
よ
う
、住
民
目
線
か
ら
チ

ェ
ッ
ク
で
き
る
利
用
者
や
住
民

か
ら
な
る
運
営
委
員
会
の
設

置
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　「
運
営
委
員
会
」
を
必
置

と
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
。
引
き
続
き
多
角
的
な
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
り
、
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
努
め
る
。

再
質
問
で
は
…

　
「
①
『
意
見
箱
』
等
に
寄

せ
ら
れ
た
利
用
者
の
苦
情
や

意
見
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

取
り
扱
わ
れ
る
か
は
、
事
業

者
任
せ
で
あ
る
こ
と
。
②
管

理
運
営
評
価
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
、
施
設
で
も
情

報
公
開
で
き
る
仕
組
み
が
あ

る
の
で
、
問
題
が
な
い
と
考

え
て
い
る
」
こ
と
な
ど
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

福
田
く
み
子
議
員
は
…

　
さ
ら
に
「
事
業
者
の
判
断

任
せ
で
は
、
公
平
利
用
は
担

保
さ
れ
な
い
。
現
に
、
ろ
ま

ん
ち
っ
く
村
で
は
、
ロ
ッ
カ

ー
の
私
物
化
や
、
物
品
管
理

の
安
全
確
保
な
ど
に
つ
い
て

苦
情
や
意
見
を
複
数
聞
い
て

い
る
が
、
改
善
さ
れ
て
い
な

い
。
日
常
的
に
、
住
民
が
気

持
ち
よ
く
平
等
利
用
で
き
る

た
め
に
は
、
利
用
者
を
入
れ

た
『
運
営
委
員
会
』
の
設
置

が
有
効
で
は
な
い
か
。」
と

迫
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
質
問
で
は
、「
利

用
者
の
声
は
充
分
に
把
握
で

き
て
い
る
」
と
の
見
解
を
変

え
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、「
今

後
も
指
定
管
理
者
制
度
導
入

施
設
の
拡
大
や
公
募
の
拡
大

を
進
め
る
」
と
の
見
解
を
示

す
一
方
、
住
民
の
声
が
反
映

さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
構
築
に
は

後
ろ
向
き
で
す
。

　
公
共
施
設
と
し
て
の
役
割

が
後
退
す
る
こ
と
の
無
い
よ

う
、
し
っ
か
り
監
視
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

利
用
者
や
住
民
か
ら
成
る

「
運
営
委
員
会
」
の
設
置

求
め
る

事
業
者
第
一
か

　
　
　
住
民
第
一
か

「民間への市場開放」だからこそ、
住民の声が届くチェックシステムを

　本市では、「宇都宮市公の施設に係る指定管理者の指定の手続
きに関する条例」のもと、平成18年度から順次導入され、今年4月
現在で116の公の施設に指定管理者制度が導入されています。

指定管理者
制　度

学
校
教
育
を
支
え
る

  

相
談
体
制
の
充
実
強
化
を
！

掲載できなかった項目

＊食育について

＊生活困窮者への支援について

＊保育をめぐる問題

＊ＬＲＴと市民生活について

　
複
雑
・
多
様
化
す
る
子
ど
も

が
抱
え
る
問
題
は
、
よ
り
専

門
的
な
立
場
か
ら
の
サ
ポ
ー

ト
が
必
要
不
可
欠
と
な
っ
て

い
ま
す
。
質
問
で
は
、日
本
共

産
党
市
議
員
団
で
視
察
し
た

名
古
屋
市
と
対
比
し
、
そ
の

充
実
・
強
化
を
求
め
ま
し
た
。

《
宇
都
宮
市
の
教
育
相
談
体
制
》

◎
教
育
セ
ン
タ
ー

　
臨
床
心
理
士
３
名

　
教
育
相
談
員
８
名

　
就
学
相
談
員
６
名

◎
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　
全
小
中
学
校
に
週
１
日
の

非
常
勤
で
計
31
名

　(

中
学
校
週
１
回
、
小
学

校
約
２
か
月
に
１
回)

◎
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
　
２
名

《
名
古
屋
市
子
ど
も
応
援
委

員
会
の
体
制
》

◎
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
、ス
ク
ー
ル
ポ
リ
ス
な

ど
7
人
１
組
か
ら
成
る
専

門
家
チ
ー
ム
を
市
内
11
ブ

ロ
ッ
ク
に
設
置(

計
75
名)

◎
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

全
中
学
校
25
校
に
１
名
づ

つ
の
常
勤
配
置
（
計
25
名
）

　
経
費
は
約
８
億
３
３
０
０

万
円

非
常
勤
の
教
員
等
の

待
遇
改
善
求
め
る
！

　
本
市
で
は
指
導
助
手
や
学

力
向
上
非
常
勤
講
師
が

2
1
0
名
、
さ
ら
に
学
校

図
書
館
司
書
93
名
、
学
校

栄
養
士
業
務
嘱
託
員
48
名

計
3
5
1
名
が
小
中
学
校

に
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

月
17
万
２
千
円
、
１
年
契

約
で
、
最
長
５
年
、
官
制

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
の
宝
庫

と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
刻

も
早
い

待
遇
改

善
を
求

め
ま
し

た
。
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市民の皆さんへ

検  索

スポット
ライト
スポット
ライト

定例無料 市政・法律なんでも相談会定例無料 市政・法律なんでも相談会

※ 8 月は休みます。※時間は午後 2 時～ 4 時 　
※弁護士が協力します。プライバシー厳守
　※相談ご希望の方はできる限り事前にご連絡下さい。

日本共産党宇都宮市議員団

■ 9 月 9 日G
■10月14日G

電話 632-2622   FAX 632-7753
電話 634-8722（休日夜間など）

★お急ぎの方はいつでもご連絡下さい。

市政、くらし、福祉、労働・雇用、教育、生活環境、介護、
子育て、すまいの問題、多重債務、市民生活について、
その他なんでも

市総合コミセン2階会議室

共産・緑・社民の4議員共産・緑・社民の4議員

県
立
高
校
入
試
で

再
募
集
実
施
を

求
め
る
意
見
書
提
出
を

　
栃
木
県
で
は
、
全
日
制
・

定
時
制
合
わ
せ
た
定
員
割

れ
人
数
は
、二
年
連
続
で
四

百
数
十
人
と
な
っ
て
い
る
が
、

栃
木
・
高
知
・
山
形
・
長
崎
の

４
県
だ
け
が
、再
募
集
を
行

っ
て
い
な
い
。
宇
都
宮
市
内

の
県
立
高
校
は
多
く
が
高

倍
率
と
な
っ
て
お
り
、再
募

集
が
実
施
さ
れ
れ
ば
、不
合

格
に
な
っ
た
生
徒
が
新
た
な

進
路
で
活
躍
で
き
る
。
経
済

的
負
担
の
小
さ
い
県
立
高

校
で
学
び
た
い
と
多
く
の
中

学
生
や
そ
の
保
護
者
が
願
っ

て
い
る
。（
共
産
・
市
民
・

社
民
等
が
賛
成
）

農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制

度
の
復
活
を
求
め
る
陳
情

　
多
く
の
稲
作
農
家
と
農

村
を
支
え
て
い
た
こ
の
制

度
は
経
営
所
得
安
定
対
策

に
切
り
変
わ
り
、
交
付
金

が
引
き
下
げ
ら
れ
、
離
農

が
加
速
。
地
域
が
一
層
疲

弊
し
て
い
る
。
平
成
30
年

度
産
米
か
ら
は
制
度
が
廃

止
さ
れ
よ
う
と
し
て
お
り
、

稲
作
経
営
が
成
り
立
た
な

い
ば
か
り
か
、
水
田
の
多

面
的
機
能
の
喪
失
や
地
域

経
済
が
困
難
に
な
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。
制
度

の
復
活
で
国
民
の
食
糧
と

地
域
経
済
、
環
境
と
国
土

を
守
っ
て
ほ
し
い
。（
共
産
・

市
民
・
社
民
賛
成
）

道徳の教科化で

　　 どう変わる？

日
本
共
産
党
宇
都
宮
市
議
員
団
で
は
、市
民
の
皆

さ
ん
の
声
を
市
政
に
届
け
る
た
め
、最
大
限
の
努
力

を
し
て
お
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
と
市
議
員
団
を

つ
な
ぐ
「
ほ
っ
と
ら
い
ん
」
と
し
て
お
届
け
致
し
ま

す
の
で
、ご
一
読
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
皆
さ

ん
の
ご
意
見
、ご
要
望
等
ど
し
ど
し
お
寄
せ
下
さ
い
。

市
民
の
願
い
シ
ャ
ッ
タ
ア
ウ
ト
…

自
民
・
自
民
ク
・
公
明
ら
が
不
採
択

　道徳の授業が来春からガラリと変わります。これま
で副読本などを使った「道徳の時間」は「教科外の活
動」という位置づけ。これを安倍政権は正式教科に格
上げ。小学校では来年度から、中学校では 19 年度か
ら教科書を使った授業が行われます。

子どもの心のあり方　教科書でコントロール？
　6 月 21 日開催の文教・消防・水道常任委員会で荒
川つねお議員は「道徳は内心の自由にかかわる問題で
あり、個人の価値観や内面を教科書でコントロールし、
評価することに不安の声がある。」と質しました。

誤った型で進まないよう　教員研修　強める
　学校教育課長は「読み物を読み解く道徳から考える
道徳に転換する。特定の見方・考え方による片よった
授業にならないように議論を通して多面的に、結論を
ひとつにするのではなく子どもたちの考え方の変化を
大切にし、文章で評価する。
特別教科道徳なので 5・4・
3・2・1 の数値化の評価は
しない」等と答弁。
　道徳の教科化は、これか
ら目が離せません。

合
葬
式
墓
地
が
完
成
へ

2
万
5
、0
0
0
円
で
永
代
供
養
も

陳情から

市議会自民党議員会
12名の商品券問題

市議会倫理委員会の審査を請求

　
先
日
、
市
内
の
事
務
所
に
送
付

さ
れ
た
従
業
員
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

が
記
載
さ
れ
た
納
税
通
知
書
が
誤

送
付
、
誤
配
達
等
３
件
（
５
人
分
）

あ
っ
た
こ
と
が
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　
厚
生
常
任
委
員
会
で
、
福
田
く

み
子
議
員
は
「
自
治
体
に
よ
っ
て

は
、
情
報
流
出
の
リ
ス
ク
を
さ
け
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載
せ
ず
送
付

し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
記
載
は
必
要
な
い
の
で

は
な
い
か
？
」
と
質
す
と
、「
総

務
省
か
ら
の
指
導
な
の
で
、
流
出

に
は
万
全
の
対
策
を
と
っ
て
今
後

も
記
載
し
て
い
く
。」
と
の
こ
と
。

必
要
性
の
な
い
リ
ス
ク
は
独
自
の

判
断
で
も
避
け
て
い
く
べ
き
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
自
治
体
と
し

て
の
個
人
情
報
保
護
へ
の
姿
勢
が

問
わ
れ
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は

　
大
丈
夫
で
す
か
？

　
近
年
、
少
子
高
齢
化
や

核
家
族
化
な
ど
急
速
に
変

わ
り
つ
つ
あ
る
社
会
の
仕

組
み
や
変
化
の
中
で
「
お

墓
を
継
い
で
く
れ
る
人
が

い
な
い
」「
子
ど
も
に
は

迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
」

な
ど
、
様
々
な
理
由
か
ら

新
し
い
お
墓
の
形
の
一
つ

と
し
て
「
合
葬
式
墓
地
」

が
要
望
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
ど
、
市
営
墓
地

東
の
杜
公
園
に
完
成
し
、

墓
園
条
例
の
一
部
改
正
が

６
月
議
会
で
行
れ
ま
し
た
。

市
民
団
体
と

         

力
合
わ
せ
て

　
日
本
共
産
党
宇
都
宮
市

議
員
団
で
は
、
一
般
質
問

や
常
任
委
員
会
、
予
算
要

望
な
ど
を
通
じ
て
早
期
の

建
設
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
全
日
本
年
金
者
組

合
宇
都
宮
支
部
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
運
動
し
て
き
ま

し
た
。

　
荒
川
議
員
は
、「
必
要

と
す
る
市
民
誰
に
も
利
用

し
や
す
い
、
人
と
し
て
の

尊
厳
を
守
り
、
安
ら
か
な

永
眠
の
場
所
が
生
れ
た
こ

と
は
す
ご
く
う
れ
し
い
。」

と
語
っ
て
い
ま
す
。

　「
合
葬
式
墓
地
」
に
つ

い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、

市
民
ま
ち
づ
く
り
部
生
活

安
心
課
ま
で

展示されている小道徳教科書

渡辺議長（右）に審査請求書を手渡す
荒川、西、宇賀神、福田くみ子議員

　
宇
都
宮
市
議
会
の
自
民
党
議

員
会
（
17
人
）
に
所
属
す
る
市

議
12
人
が
３
月
、
議
会
事
務
局

職
員
と
の
懇
親
会
を
行
い
、
異

動
す
る
職
員
３
人
に
一
人
２
万

円
も
の
商
品
券
を
贈
っ
て
い
た

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

倫
理
委
で
の
審
査
こ
そ

最
良
で
真
っ
当
な
道

　
日
本
共
産
党
・
社
民
党
・
緑

の
党
の
４
議
員
は
、
こ
の
問
題

で
の
新
聞
報
道
が
概
ね
裏
付
け

ら
れ
た
８
日
の
議
員
協
議
会
で

の
自
民
党
の
調
査
報
告
を
受
け

て
、
６
月
13
日
、
渡
辺
議
長
に

議
員
倫
理
に
関
す
る
条
例
第
四

条
の
規
定
に
基
づ
き
倫
理
委
員

会
で
の
審
査
請
求
を
行
い
ま
し

た
。

　
倫
理
規
準
で
あ
る
第
三
条
第

４
号
「
公
職
選
挙
法
、
そ
の
他

の
選
挙
に
関
す
る
法
令
を
遵
守

し
、
買
収
・
寄
附
そ
の
他
不
正

の
疑
惑
を
も
た
れ
る
行
為
を
し

な
い
こ
と
」
に
違
反
す
る
疑
い

が
あ
る
と
し
た
か
ら
で
す
。

　
審
査
請
求
に
踏
み
切
っ
た
４

議
員
は
「
こ
の
よ
う
な
問
題
が

起
き
た
時
は
、
市
議
会
は
す
み

や
か
に
自
浄
作
用
を
発
揮
し
、

真
相
解
明
に
努
め
、
市
民
に
説

明
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た

め
の
倫
理
条
例
で
あ
り
、
倫
理

委
員
会
を
設
置
・
審
査
を
通
じ

て
対
処
す
る
こ
と
が
最
も
正
統

で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
一
致

し
ま
し
た
。

 

審
査
請
求
却
下

  

素
通
り
し
た

 

　 

議
員
の
倫
理
基
準

 

　 　
し
か
し
、
６
月
23
日
の
各
派

代
表
者
会
議
で
は
、
自
民
ク
・

公
明
・
市
民
連
合
・
統
一
・
愛

う
つ
の
み
や
の
会
派
か
ら
は
、

６
月
16
日
議
員
協
議
会
で
の
自

民
党
再
調
査
報
告
で
12
名
の
議

員
名
、
元
正
副
議
長
２
人
が
発

案
者
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
受
け
て
、

倫
理
委
員
会
設
置
を
求
め
る
意

見
は
出
ず
、
懇
親
会
に
出
席
し

た
正
副
議
長
に
変
わ
り
倫
理
委

員
会
設
置
の
可
否
判
断
を
担
っ

た
南
木
清
一
議
員
が
却
下
を
決

め
ま
し
た
。

12
議
員
、議
員
協
議
会

で
謝
罪

　
６
月
29
日
の
議
員
協
議
会
で

は
、
自
民
党
12
名
の
議
員
が
前

に
出
て
、
桜
井
元
副
議
長
は
「
不

注
意
で
皆
さ
ま
に
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
た
。」
熊
本
元
議
長
は

「
軽
率
な
行
動
だ
っ
た
」
な
ど

反
省
の
弁
を
述
べ
、
全
員
で
頭

を
下
げ
ま
し
た
。

問
題
の
核
心
は

議
員
の
倫
理
基
準
に

違
反
し
た
の
か
、ど
う
か

　
日
本
共
産
党
市
議
員
団
は
、

単
な
る
お
わ
び
の
幕
引
き
は
納

得
で
き
な
い
。
議
員
の
倫
理
基

準
に
照
ら
し
て
ど
う
だ
っ
た
の

か
？
倫
理
委
員
会
の
審
査
請
求

の
却
下
で
、
解
明
す
べ
き
点
は

残
さ
れ
た
ま
ま
だ
と
指
摘
し
て

い
ま
す
。


